
株出し多収でビレットプランタでの植付に適した
サトウキビ新品種「RK10-29」

サトウキビ生産においては、担い手の高齢化と後継者不足による生産者の減少が深
刻で、収穫作業を中心に機械化が進んでいるものの、植付に伴う作業負担は依然とし
て大きく、低収な株出し栽培も増えています。そのため回数を重ねた株出し栽培でも安
定して多収で、ビレットプランタでの植付けにも適性の高いサトウキビ新品種RK10-29
を育成しました。

成果の概要

【担当】沖縄県農業研究センター作物班
【事業・課題名】イノベーション創出強化研究推進事業（生研支援センター・JPJ007097）課題番号02024C「持続的なサトウキビ生産を可能とする連続株
出し多収品種と次世代機械化一貫栽培技術の開発」等、沖縄農業を先導する育種基盤技術開発事業（沖縄県農林水産部）
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※数値は「RK10-29」の現地主要品種に対する比率．
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ビレットプランタ植付けでの活用を中心に普及予定です。

黒穂病抵抗性に優れているため、黒穂病多発地域や連続

した株出しでの栽培に有用です。

登熟はやや遅いため、産糖量を確保するためには2月頃

からの収穫が望ましいです。

活用場面と栽培上の留意点

育成経過KY02-189×RK99-13

新品種「RK10-29」は、2009年に沖縄県農業研究センターで交配しました。 2010

年に第1次選抜試験を開始し、県内各地で奨励品種化試験を行ないました。

写真．｢NiF8｣ （左）とRK10-29（右）

品種の特性
甘蔗糖度は 「農林8号」より低いが、茎数が多く多収のため可製糖量は同等以上
黒穂病抵抗性は、極強
一茎重が軽いため、 「農林8号」より単位重量あたりの苗数が多い
ハーベスタ採苗ビレットプランタ植付けで発芽が良い
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表２　ハーベスタ採苗ビレットプランタ処理後の細断苗の性状（2021年度）

RK10-29 7,701 134% 16,563 119% 14,369 131% 87%

NiF8(標準) 5,751 100% 13,881 100% 10,935 100% 79%

※機種について、ハーベスタはHC-101J、ビレットプランタはYS-21-5Pを使用。

※ビレット本数は9ヵ月栽培の蔗茎よりハーベスタで採取された900㎏あたりの細断茎数。
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